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【林委員⾧講評】

1年間お疲れさまでした。今年度の最後に残念な労災が起こってしまいましたが、危険

個所を見逃さず、対策を続けていってください。

私は、おそうじ活動が始まった時からこの活動を見てきていますが、今が一番良いモ

チベーションで活動に取り組めていると思います。

来年度の活動内容はなぜなぜ分析を使って立ててもらいましたがまだ、なぜなぜ分析

ができる人は少ないと思います。おそうじ活動が経営の根幹にあるのは社員が成⾧す

るためです。おそうじ活動を通してなぜなぜ分析ができるようになることで様々な問

題を解決し成⾧していきましょう。

【社⾧講評】

いつも思うのは「時間＝心」なのだということです。発表を見ていると「たいへん

だったろうなぁ」と思う活動が多く、皆さんに感謝しています。

鋳造協会で話を聞くと特に多い労災が巻き込まれと落下物のようです。危険を当たり

前のこととしてとらえるのではなく、点検を行い安全に変えていきましょう。

発表で作業手袋について触れた部署がありますが、業界の困ったはメーカーさんの新

商品につながります。メーカーさんに問題点を相談してみてもいいかもしれませんね。

最後に、「当たり前＝毎日」否定するのが大切だと思います。変えていいものと変え

てはいけないものを考え、変えていいものはどんどん変えていきましょう。

皆さん、発表がよくなっています。やはりおそうじには力があるようです。

【小早先生講評】

皆さん、発表が良くなっています。以前は５点満点の部署と３点ほどの部署で分かれ

ていましたが、今はどこの部署もほぼ５点満点です。資料も写真が多く使われていて、

見る人がわかりやすいよう工夫してあります。一つアドバイスをすると、現場系の部

署は写真を撮るときフラッシュをたくといいでしょう。写真が明るくなって様子が

もっとわかりやすくなります。

来年度のテーマは快適です。「当たり前」を疑い、見直すことで発展していきます。

より働きやすい環境にどんどん変えていきましょう。


